




Learning and Development Concerning Foreign Language Teaching Skills: 






































































































































































































































































たちの意見や要望を取り入れた Can Do リストと毎回のふり返りシートを導入
し，授業の目的の明確化と学習の動機付けを図るとともに，学習内容のいわゆ









べき項目を列挙した Can Do リストを最終的に担当教員が編集・作成した．





















を参照し，授業途中から ICT の活用も新たに項目に手書きで追加した．図３に実際に学生が記入した Can Do リストの
例を挙げる．



















































一方で，否定的な回答をした受講者のコメントからは，この Can Do リストにはまだ改善の余地があることもわかる．
特に＜ Can Do リストは学習の役に立ったか？＞の問いに低い評価がなされたアンケートの自由記述欄には，「項目をもっ








キュラムをベースとした学習到達度の確認作業を Can Do リストを含めて統一の項目で実施することが有効であると思わ
れる．この点については，本論で後述する．また Can Do リストへの記入は機械的な単純作業ではなく，授業で学んだ内
容とリストの項目を結びつける思考が伴う作業であり，この思考こそが Can Do リストが持つひとつの学びの形式である





















20となる．以下に Can Do リストに見る受講者の学習達成度の平均値をグラフ化して提示する．学期途中の補講のため，
５月15日の欄は連続で２つ存在しているが，授業内の学習内容が異なるため個別に提示してある．また７月24日と25日の
授業も，補講の都合から２日連続で実施されている．


























































て，今回の Can Do 自己評価で最大値を記録した受講者 C の学習達成のプロセスをより詳細に参照する．図７は，受講者
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図７　Can	Do リストに見る受講者Ｃの学習達成度の推移：基本的知識の５項目

































































































１ ５ ６ 16 １ 2.6
（２）主教材の趣旨・構成・特徴について理解している． １ ３ ９ 13 ３ 2.5
（３）小・中・高等学校の連携と小学校の役割について理解している． ３ 15 ７ ４ ０ 3.6
（４） 様々な指導環境に柔軟に対応するため，児童や学校の多様性への対応に
ついて，基礎的な事柄を理解している．




０ ９ 15 ４ １ 3.1
（６） 音声によるインプットの内容の類推から理解へと進むプロセスを経るこ
とを理解し，指導に生かすことができる．
１ 10 11 ６ １ 3.1
（７） 児童の発達段階を踏まえた音声によるインプットの在り方を理解し，指
導に生かすことができる．
２ ８ 13 ５ １ 3.2
（８） コミュニケーションの目的や場面，状況に応じて意味のあるやり取りを
行う重要性を理解し，指導に生かすことができる．
６ 15 ６ ２ ０ 3.9
（９） 受信から発信，音声から文字へと進むプロセスを理解し，指導に生かす
ことができる．
０ ７ 14 ７ １ 2.9
（10） 国語教育との連携等によることばの面白さや豊かさへの気づきについて
理解し，指導に生かすことができる．
０ ７ 15 ６ １ 3.0
指導技術
（11）児童の発話につながるよう，効果的に英語で語りかけることができる． ２ ５ 11 11 ０ 2.9
（12） 児童の英語での発話を引き出し，児童とのやり取りを進めることができ
る．
４ ６ 11 ８ ０ 3.2
（13） 文字言語との出合わせ方，読む活動・書く活動への導き方について理解し，
指導に生かすことができる．　








１ 10 12 ６ ０ 3.2
（16） ALT 等とのティーム・ティーチングによる指導の在り方について理解し
ている．
２ ６ 14 ６ １ 3.1
（17） ICT 等の効果的な活用の仕方について理解し，指導に生かすことができ
る．
８ ９ ７ ４ １ 3.7
（18） 学習状況の評価（パフォーマンス評価や学習到達目標の活用を含む）に
ついて理解している．
１ ６ 16 ５ １ 3.0
授業実践に必要な英語力
（19）授業実践に必要な聞く力を身に付けている． ２ ９ 10 ７ １ 3.1
（20）授業実践に必要な話す力（やり取り・発表）を身に付けている． １ ６ ８ 11 ３ 2.7
（21）授業実践に必要な読む力を身に付けている． ２ 11 ８ ８ ０ 3.2




２ ６ 11 10 ０ 3.0
（24）第二言語習得に関する基本的な事柄について理解している． ０ 12 11 ５ １ 3.2
（25）児童文学（絵本，子ども向けの歌や詩等）について理解している． １ ７ 13 ４ ４ 2.9













たが，同様に次年度からは，小学校の Hi, Friends や We Can の学習内容との関連を記入させることを検討したい．さらに
本稿の４章で指摘したように本研究の学習到達度評価では低い数値となった＜小中連携＞が，この授業後の＜（３）小・
中・高等学校の連携と小学校の役割について理解している＞では高い数値を示すという矛盾も生じている．本論３章では
Can Do の項目の指す内容の不明瞭さについて触れたが，この評価のずれが意味することについては次回調査で Can Do
リストの項目と授業前後のアンケート調査の項目を完全に一致させた上で，今後の結果を慎重に見て判断したい．
注
１　本論のタイトルにもあるコアカリキュラムという語は，使用者によってはコア・カリキュラムと中黒を用いた表記もされる．本論
では文部科学省がコアカリキュラム案を公表した際の表記に従い，基本的には中黒を用いずにコアカリキュラムとしている．ただ
し他者の論からの引用の場合は，オリジナルの表記法を優先してある．
２　ここに挙げられた項目のうち，専任教員の配置については現段階で明確な方向性が確定していない．文部科学省は小学校外国語の
専任教員の配置についても大幅な増員を求めてきたが，2017年10月31日の財務省財政制度等審議会の財政制度分科会は，専任教員
の増員ではなく中学校教員等を含めた教員の配置や ALT の活用で対処すべき問題として，文科省の要望に異議を唱えている．2017
年10月31日の産経ニュース「大学授業料，財務省が「出世払い」に難色，負担軽減は低所得層に」を参照．
３　「論点　小学校英語正式教科へ」毎日新聞2016年11月４日東京朝刊 https://mainichi.jp/articles/20161104/ddm/004/070/008000c
４　2017年10月20日長崎大学教育学部公開授業研究会（外国語活動・外国語）における直山木綿子の講演より．ここで述べる小学校の
長所としては，例えば担任制による個々の児童への深い理解や，他教科との連携などが挙げられる．またこの講演では，今回の小
学校の英語早期化・科目化が小学校だけの問題ではなく，小中高に及ぶ日本国内の外国語教育全体に関するものであることも強調
された．
５　2016年３月に発表された文部科学省委託事業「英語教員の英語力・指導力強化のための調査研究事業 平成27年度報告書」ならびに
2017年３月に発表された文部科学省委託事業「英語教員の英語力・指導力強化のための調査研究事業 平成28年度報告書」には，既
にコアカリキュラムの試案が掲載されている．ただしこの試案が文科省より「外国語（英語）コアカリキュラム案」として公表さ
れたのは2017年５月であった．
６　「今後の英語教育の改善・充実方策について　報告（概要）～グローバル化に対応した英語教育改革の五つの提言～」文部科学省
７　全15回の授業後に実施した調査では，Can Do リストの各項目について学んだ内容を簡潔に自由記述できるようになっていた．また
特に何も思いつかない場合，空欄ではなく「特になし」と記述するように紙面上で指示がしてあった．この調査は先述したアンケー
トとは異なり個人の特定が可能なものであったが，「特になし」という回答が成績には一切影響しないことも併記した．
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